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障
害
者
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ

て
二
年
が
過
ぎ
、

昨
年
内
閣
府
で

行
っ
た
調
査
に
よ

る
と
差
別
解
消
法

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
二
割

強
の
人
が
知
っ
て
い
る
と
答

え
た
と
い
う
調
査
結
果
が
出

た
。数
字
的
に
は
少
な
い
よ

う
に
思
え
る
が
、広
報
活
動

な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

け
ば
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い

く
と
思
う
。

　

大
事
な
の
は
差
別
解
消
法

を
た
だ
知
る
だ
け
で
は
な

く
、理
解
に
繋
げ
て
い
け
る

か
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。そ
れ
に
は
、子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
障
害
児
も
健
常
児
も

分
け
隔
て
な
く
同
じ
環
境
で

勉
強
し
た
り
、遊
ん
だ
り
、喧

嘩
し
た
り
す
る
。共
に
学
び

あ
う
統
合
教
育
の
理
念
が
必

要
。ま
た
、自
然
に
触
れ
合
う

こ
と
に
よ
っ
て
障
害
者
へ
の

理
解
が
徐
々
に
深
ま
っ
て
い

く
し
、そ
れ
が
出
来
て
初
め

て
差
別
解
消
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
横
浜
市
脳
性
マ
ヒ
者
協
会

松
島
　
雅
樹
）

　

地
域
活
動
ホ
ー
ム
と
も

だ
ち
の
丘
の
訓
練
室
で

は
、
保
育
の
準
備
が
行
わ

れ
て
い
た
。
準
備
を
し
て

い
る
の
は
地
域
訓
練
会「
港

北
ひ
ま
わ
り
会
」
の
協
力

者
と
保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。

　

こ
の
日
は
、
新
年
度
が

始
ま
っ
て
二
回
目
の
保
育

の
日
。春
休
み
が
あ
け
て
、

久
し
ぶ
り
に
参
加
す
る
子

も
い
る
。
や
が
て
、
次
々

に
訪
れ
る
お
母
さ
ん
と
子

ど
も
た
ち
。
協
力
者
と
保

育
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は「
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
っ
て
、が
ん
ば
っ

て
歩
い
て
き
た
ん
だ
ね
」、

「
し
ば
ら
く
会
わ
な
い
間
に

お
兄
さ
ん
に
な
っ
た
ね
」、

「
こ
の
シ
ャ
ツ
と
っ
て
も
似

合
っ
て
い
る
よ
」
と
声
か

け
し
な
が
ら
出
迎
え
る
。

　

訓
練
会
で
よ
く
見
か
け

る
朝
の
一
コ
マ
だ
。

保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　

港
北
ひ
ま
わ
り
会
の
保

育
部
で
は
、
先
輩
お
母
さ

ん
が
保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

現
在
、保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の

は
、
五さ

お
と
め

月
女
由ゆ

み美
さ
ん
。

役
を
引
き
受
け
て
二
年
目

に
な
る
。
自
身
の
お
子
さ

ん
が
、
港
北
ひ
ま
わ
り
会

の
保
育
部
出
身
で
、
現
在

は
青
年
部
に
所
属
し
て
い

る
中
学
三
年
生
。

　

保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役

割
を
置
い
た
の
は
、十
五
、

六
年
前
か
ら
。
こ
れ
ま
で

数
名
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

バ
ト
ン
を
繋
い
で
き
た
。

　

保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役

割
は
多
い
。
ま
ず
は
、
協

力
者
と
と
も
に
保
育
部
の

活
動
に
入
る
こ
と
。
活
動

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
る
。
次
に
、

保
育
部
の
活
動
の
た
め
に

様
々
な
調
整
を
す
る
こ
と
。

保
健
師
さ
ん
な
ど
に
紹
介

さ
れ
て
く
る
見
学
者
の
連

絡
調
整
な
ど
も
行
う
。
そ

し
て
、
不
安
を
抱
え
て
い

る
お
母
さ
ん
に
寄
り
添
う

こ
と
。
さ
り
げ
な
く
話
を

聞
き
、
自
身
の
経
験
を
話

し
元
気
づ
け
る
こ
と
も
。

普
段
、
他
の
先
輩
お
母
さ

ん
も
、
若
い
お
母
さ
ん
の

相
談
に
の
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
保
育
の
時
間
に
常

に
保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い

る
の
は
心
強
い
。

　

五
月
女
さ
ん
は
、「
実

は
家
に
持
ち
帰
っ
て
や
る

調
整
ご
と
も
多
く
て
大
変

な
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
に

向
き
合
う
お
母
さ
ん
た
ち

の
た
め
に
も
保
育
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
必
要
で
、
大
切

な
役
だ
と
思
っ
て
い
る
。

自
分
が
保
育
部
に
い
た
と

き
も
本
当
に
助
け
ら
れ

た
」
と
話
す
。

保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
存
在

　
「
入
会
当
初
は

漠
然
と
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
そ
の

時
に
『
大
丈
夫
』
と

言
っ
て
く
れ
る
心

強
さ
が
あ
る
」、

「
ど
ん
底
に
落
と

さ
れ
た
気
持
ち
で

活
動
に
来
て
い
た

時
に
支
え
て
く
れ

た
の
は
、
同
じ
境

遇
を
乗
り
越
え
て

き
た
保
育
マ
ネ

ジ
ャ
ー
。
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
だ
っ
た
」、「
保
育
部
で

同
級
生
ば
か
り
だ
と
、
少

し
先
の
こ
と
も
わ
か
ら
な

い
。
保
育
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

い
る
と
、
今
何
に
悩
ん
で

い
る
の
か
悟
っ
て
く
れ

て
、
何
の
テ
ー
マ
の
勉
強

会
が
よ
い
の
か
も
教
え
て

く
れ
る
」
と
、
会
の
み
な

さ
ん
は
語
る
。
そ
し
て
、

協
力
者
も
「
保
育
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
、
協
力
者
と
は

少
し
役
割
が
異
な
り
、
必

要
な
存
在
」
と
話
す
。

　

港
北
ひ
ま
わ
り
会
で

は
、
協
力
者
と
保
育
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
両
輪
と
な
っ
て
、

親
子
を
支
え
て
い
る
。

お帰りの会のお楽しみ、パネルシアター！

不
安
を
抱
え
る
お
母
さ
ん
と
と
も
に

～
港
北
ひ
ま
わ
り
会
～
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平
成
三
十
年
度

　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
予
算

こ
れ
ま
で
の
関
係
性
を
大

切
に
し
つ
つ
、
事
業
に
対

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
を

持
っ
て
業
務
を
遂
行
す
る
。

障
害
理
解
の
推
進

　
区
社
協
と
協
働
し
て
地

区
社
協
な
ど
の
地
域
団
体

に
よ
る
障
害
理
解
の
た
め

の
講
座
に
対
し
、障
害
者
・

家
族
を
講
師
と
し
て
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
講
師
謝

金
の
助
成
な
ど
開
催
支
援

を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
障
害
児
者
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
、
障
害
者
や

家
族
が
主
体
と
な
っ
て
、

区
社
協
な
ど
と
の
連
携
に

よ
り
地
域
生
活
に
関
わ
る

関
係
機
関
や
市
民
へ
の
啓

発
な
ど
を
行
う
「
セ
イ
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
横
浜
」
支
援
を
進
め

る
。

後
見
的
支
援
制
度
の
推
進

　
推
進
法
人
と
し
て
の
本

会
は
、
市
全
体
に
お
け
る

本
制
度
の
推
進
、
運
用
に

関
す
る
総
合
調
整
を
図
る

と
と
も
に
、
区
社
協
や
地

域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
と
の

連
携
を
通
し
て
制
度
周
知

な
ど
を
行
い
、「
身
近
な

見
守
り
」
機
能
の
充
実
と

権
利
擁
護
の
推
進
に
継
続

的
に
取
り
組
む
。

横
浜
あ
ゆ
み
荘
の

サ
ー
ビ
ス
・
運
営
の
向
上

　
平
成
三
〇
年
度
は
第
三

期
指
定
管
理
事
業
者
と
し

て
三
年
目
を
迎
え
、
横
浜

市
に
よ
る
第
三
者
評
価
が

実
施
さ
れ
る
。

　
様
々
な
障
害
児
者
と
そ

の
家
族
に
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
期

の
受
託
に
あ
た
り
提
案
し

た
取
組
の
実
施
状
況
を
点

検
す
る
と
と
も
に
、
レ
ス

ト
ラ
ン
と
の
連
携
で
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

受
注
セ
ン
タ
ー
わ
ー
く
る

　
市
内
の
様
々
な
企
業
・

団
体
な
ど
に
対
し
、
障
害

者
の
日
頃
の
活
動
へ
の
理

解
を
図
り
な
が
ら
、
更
な

る
受
注
開
拓
に
努
め
る
と

と
も
に
、
登
録
事
業
所
の

受
注
支
援
を
行
う
な
ど
更

な
る
発
展
に
向
け
取
り
組

む
。

地
域
訓
練
会
助
成
事
業

　
障
害
児
の
保
育
や
グ

ル
ー
プ
活
動
な
ど
の
場
で

あ
る
地
域
訓
練
会
の
運
営

を
支
援
し
、
活
動
費
を
助

成
す
る
。
併
せ
て
、
関
係

機
関
や
障
害
児
家
族
に
対

し
訓
練
会
の
周
知
に
取
組

む
。

助
成
予
定
：
五
十
九
団
体

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

作
業
所
型
助
成
事
業

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
作
業
所
型
の
運
営
を

支
援
し
、
運
営
費
を
助
成

す
る
。

助
成
予
定
：
百
一
団
体

地
域
活
動
ホ
ー
ム
助
成
事
業

　
障
害
児
者
の
地
域
活
動

の
拠
点
で
あ
る
機
能
強
化

型
活
動
ホ
ー
ム
二
十
三
か

所
の
運
営
を
支
援
し
、
そ

の
運
営
費
な
ど
を
助
成
す

る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
助
成
事
業

　
障
害
者
が
地
域
で
共
同

し
て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
場
で
あ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
運
営
を
支
援
し
、

運
営
費
な
ど
を
助
成
す
る
。

助
成
予
定
：
七
団
体

人
権
擁
護
事
業

　
障
害
児
者
の
人
権
が
生

活
の
様
々
な
場
面
で
確
立

し
て
い
く
よ
う
、モ
ニ
タ
ー

活
動
な
ど
の
充
実
を
図

る
。ま
た
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
他

機
関
と
連
携
し
実
施
す
る
。

地
域
活
動
支
援
事
業

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
作
業
所
型
・
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
に

対
し
て
医
師
・
弁
護
士
・

建
築
家
な
ど
を
派
遣
し
、

専
門
的
な
相
談
活
動
な
ど

を
実
施
す
る
。

研
修
事
業

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
作
業
所
型
・
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
後
見

的
支
援
室
、
訓
練
会
な
ど

の
活
動
に
関
わ
る
当
事
者

と
家
族
、
関
係
機
関
職
員

な
ど
に
対
し
、
障
害
者
福

祉
の
総
合
的
な
研
修
を
計

画
的
に
実
施
す
る
。

　

平
成
三
十
年
度
横
浜
市

社
協
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
予
算
総
額
は
、
約

三
十
三
億
六
千
万
円
余

で
、
団
体
数
の
減
少
に
よ

る
助
成
費
の
減
額
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
約
六
千

万
円
（
二
％
弱
）
の
減
と

な
っ
て
い
る
。
主
な
事
業

概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

今
年
度
は
、
①
地
域
に

お
け
る
障
害
理
解
の
推
進

②
障
害
者
後
見
的
支
援
制

度
の
推
進
③
横
浜
あ
ゆ
み

荘
の
サ
ー
ビ
ス
・
運
営
の

更
な
る
向
上
の
三
点
を
重

点
取
組
と
し
、関
係
団
体
・

区
社
協
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、「
よ
こ
は
ま

障
害
者
共
同
受
注
総
合
セ

ン
タ
ー
」
の
更
な
る
発
展

や
障
害
者
団
体
部
会
に
お

け
る
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

活
用
な
ど
の
取
組
を
行
う
。

　

ま
た
、
運
営
費
助
成
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
・
団

体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

平成30年度横浜市社協障害者支援センター事業予算

事業名 予算額(千円)
地域訓練会運営費助成事業 85,287
地域活動ホーム事業 506,783
地域活動支援ｾﾝﾀｰ作業所型助成事業 2,104,638
グループホーム助成事業 90,963
販路拡大事業 6,656
家庭援護事業 2,547
研修事業 1,190
福祉団体活動支援事業 3,000
地域活動支援事業 17,380
療育検診活動事業 614
啓発活動事業 2,907
調査研究事業 479
人権擁護事業 2,950
助成団体監査事業 3,800
作業所等賠償責任保険事業 2,560
ｾｲﾌﾃｨｰﾈｯﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ横浜支援事業 1,703
障害者後見的支援事業 200,923
よこはま障害者共同受注総合センター事業 18,700
横浜あゆみ荘事業 236,504
その他 74,301

合　　計 3,363,885
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標
記
懇
談
会
（
医
療
・

福
祉
・
教
育
関
係
者
二
十

三
名
参
加
、
座
長
：
日
浦

美
智
江
氏
〈（
社
福
）
訪

問
の
家
理
事
〉）
が
去
る

三
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ

た
。
通
算
二
十
一
回
目
。

■
医
療
的
ケ
ア
を
　
　
　 

　
必
要
と
す
る
人
の
増
加

　

近
年
、
呼
吸
器
等
を
使

用
す
る
超
重
症
の
子
ど
も

や
、
加
齢
に
よ
り
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
方
々
な
ど

「
障
害
の
重
度
化
」、「
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な
人
の

増
加
」
傾
向
が
顕
著
だ
。

　

現
場
で
の
支
援
を
充
実

す
る
に
は
、
医
療
職
等
の

配
置
等
、
事
業
所
側
の
努

力
だ
け
で
は
厳
し
く
、
人

材
確
保
の
経
費
と
育
成
の

両
面
か
ら
方
策
を
た
て
る

必
要
が
あ
る
。

■
事
業
所
や
親
の
会
か
ら

　

多
機
能
型
拠
点
や
生
活

介
護
事
業
所
関
係
者
か
ら

は
、
利
用
実
績
に
よ
る
一

律
の
報
酬
の
仕
組
み
だ
け

で
は
施
設
運
営
が
厳
し
い

現
状
が
次
々
と
語
ら
れ
た
。

　
「
重
心
の
施
設
・
事
業

所
の
経
営
面
が
厳
し
い
こ

と
は
大
変
心
配
だ
。
進
路

対
策
研
究
会
等
の
調
査

（
表
①
参
照
）
に
よ
り
、

ニ
ー
ズ
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
事
業
所
の
努
力

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

横
浜
市
に
は
現
場
を
支
え
、

増
や
し
て
い
く
仕
組
み
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
親
の

会
（
横
浜
重
心
グ
ル
ー
プ

連
絡
会
「
ぱ
ざ
ぱ
ネ
ッ

ト
」）の
下
山
氏
は
語
る
。

■
地
域
生
活
を
　
　
　
　

支
え
る
た
め
の
医
療
連
携

　

重
心
医
療
の
専
門
機

関
・
横
浜
療
育
医
療
セ
ン

タ
ー
・
甲
斐
セ
ン
タ
ー
長

は
「
急
性
期
病
院
と
の
連

携
と
と
も
に
、
地
域
の
医

師
会
等
と
の
連
携
を
強
め
、

役
割
分
担
が
出
来
る
よ
う

重
心
医
療
の
体
制
を
確
立

し
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　

み
ど
り
の
家
診
療
所
の

三
宅
所
長
も
、「
地
域
で

は
障
害
者
医
療
の
担
い
手

は
ま
だ
少
な
い
。
重
心
医

療
を
地
域
へ
広
げ
て
い
く

た
め
に
も
、
多
機
能
型
拠

点
等
重
心
医
療
の
専
門
機

関
を
、
行
政
が
し
っ
か
り

と
支
え
て
ほ
し
い
。ま
た
、

在
宅
医
療
の
「
要
」
は
緊

急
時
の
入
院
治
療
の
保
障

だ
が
、
特
に
北
部
エ
リ
ア

で
は
重
心
者
の
入
院
先
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
」

と
語
る
。

■
国
・
市
の
動
向

　

国
は
今
年
度
、
法
改
正

等
に
お
い
て
、
居
宅
訪
問

型
児
童
発
達
支
援
を
新
設

し
た
他
、
医
療
的
ケ
ア
児

者
に
対
す
る
い
く
つ
か
の

サ
ー
ビ
ス
に
加
算
を
新
設

す
る
な
ど
報
酬
改
定
を

行
っ
た
（
表
②
参
照
）。

　

こ
れ
ら
国
の
動
向
を
受

け
て
、
横
浜
市
で
は
第
三

期
障
害
者
プ
ラ
ン
改
訂
に

お
い
て「
医
療
的
ケ
ア
児
・

者
等
の
支
援
の
た
め
の
関

係
機
関
の
協
議
の
場
の
設 

置
」や「
医
療
的
ケ
ア
児・
者 

等
に
対
す
る
関
連
分
野
の

支
援
を
調
整
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置（
※
）」を

新
た
に
盛
り
込
ん
だ
。
ま

た
、「
医
療
機
関
ネ
ッ
ト
―

ワ
ー
ク
の
構
築
」
の
一
環

と
し
て
一
昨
年
の
重
心
者

向
け
調
査
に
続
き
、
二
十

九
年
度
は
、
事
業
所
向
け

の
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。

■
「
共
に
生
き
る
」
を
　

　
　
　
テ
ー
マ
に
前
進
を

　

座
長
の
日
浦
氏
は
、「
地

域
生
活
と
は
そ
こ
で
生
き

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
参
加
、
年
齢

相
応
の
社
会
体
験
を
す
る

こ
と
。
重
心
の
人
の
支
援

に
は
、
医
療
・
福
祉
・
教

育
の
連
携
は
か
か
せ
ず
、

横
浜
市
に
『
協
議
の
場
』

が
出
来
る
こ
と
で
大
き
く

前
進
で
き
る
と
よ
い
。
是

非
現
場
を
良
く
知
る
人
達

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
し
て
、『
障
害
者
』と

い
う
と
ら
え
で
は
な
く
、

『
○
○
さ
ん
』
と
一
緒
に

生
き
る
…
と
い
う
心
が
沢

山
の
人
に
生
ま
れ
る
横
浜

に
な
る
よ
う
、
思
い
を
一

つ
に
し
て
進
め
て
い
き
た

い
」と
最
後
に
ま
と
め
た
。

重
症
心
身
障
害
児
者
の
進
路
と

生
活
支
援
を
考
え
る
懇
談
会
開
催

※コーディネーターの具体的役割：風邪の予防接種
などの場合に、主治医以外でも、医療的ケア児・者
の対応が可能な地域の医療機関を案内したり、医療・
福祉及び教育などの多分野にまたがる支援を調整す
るなどの役割を担います。

表②　厚生労働省 平成30年2月5日「平成30年度障害福祉サービス等報酬改定に
おける主な改正内容」抜粋資料

表①　平成29年度　特別支援学校・養護学校肢体不自由課程
重度重複児童生徒数・医療的ケア児童生徒数【居住区別】

平成29年8月調査

＊重度重複・・重症心身障害児の認定を受けている者。身障１種１級または、
２級と療育手帳A1、A2の両方の手帳を併せ持っている者。療育手帳はないが、
明らかに重度の知的障害があると思われるもの。（意思の疎通が難しいなど）
＊医療的ケア・・医療職でなければ対応できない行為がある者。

平成29年度
時点の学年 高１～高３ 中１～中３ 小１～小６ 合　計

ブロック
  （居住区）

重度
重複

要医療
的ケア

重度
重複

要医療
的ケア

重度
重複

要医療
的ケア

重度
重複

要医療
的ケア

東部
(鶴見、神奈川、西) 28 12 23 9 47 24 98 45

西部
(保土ケ谷、旭、
戸塚、泉、瀬谷)

58 20 44 21 82 36 184 77

南部
（中、南、港南、
磯子、金沢、栄）

31 19 41 16 86 39 158 74

北部
（港北、緑、青葉、

　都筑）
36 18 61 29 78 31 175 78

合　計 153 69 169 75 293 130 615 274
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自
閉
症
や
知
的
障
害
の

あ
る
方
の
中
に
は
、
絵
や

写
真
を
使
う
こ
と
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
方
が
い
ま

す
。

　

６
月
は
梅
雨
の
時
期
。

今
回
は『
雨
の
日
の
外
出
』

時
に
役
立
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し

た
。
雨
の
日
、
お
出
か
け

の
前
に
活
用
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

二
百
種
類
以
上
あ
る

カ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ

て
、
暮
ら
し
の
中
の
様
々

な
シ
ー
ン
で
是
非
ご
利
用

下
さ
い
。
詳
し
く
は
「
セ

イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
横
浜
」
で
検
索

く
だ
さ
い
。

ボーリングのスコア表を
手に笑顔の茨木さん

～
雨
の
日
の
外
出
～

つ
く
っ
て
み
て
！
　
つ
か
っ
て
み
て
！

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

3枚つづりのコミュニケーションボード

オリジナルコミュニケーションボードとは
イラストを組み合わせてオリジナルのボードを作成でき
るシステム。イラストをダウンロードすることも可能。
●問い合わせ：セイフティネットプロジェクト横浜事務
局（横浜市社会福祉協議会障害者支援センター）
☎045-681-1211　fax045-680-1550
HP:http://www.yokohamashakyo.jp/siencenter/
safetynet/safetynet.html

　

わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
（
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
作

業
所
型
・
泉
区
）
に
通
所

し
て
い
る
安
藤
知
香
さ
ん

（
二
十
五
歳
）
と
茨
木
實

さ
ん
（
五
十
三
歳
）。
手

工
芸
作
品
製
作
や
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
仕
事
も

一
所
懸
命
だ
が
、
大
好
き

な
こ
と
を
し
て
趣
味
を
楽

し
ん
で
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
に
挑
戦

　

安
藤
知
香
さ
ん
は
学
生

の
頃
か
ら
始
め
た
好
き
な

こ
と
が
あ
る
。
機
織
り
と

ピ
ア
ノ
だ
。

　

機
織
り
は
特
別
支
援
学

校
高
等
部
の
作
業
で
出
会

い
、
母
と
一
緒
に
先
生
宅

に
月
一
回
通
っ
て
い
る
。

難
し
い
糸
の
色
の
組
み
合

わ
せ
も
一
瞬
で
選
び
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
用
に
は
相
手
の

好
み
に
合
わ
せ
て
色
を
選

ぶ
。
一
つ
の
作
品
を
仕
上

げ
る
の
に
二
～
六
か
月
か

か
る
と
い
う
。昨
年
十
月
、

川
崎
で
開
催
さ
れ
た
『
き

ら
め
き
ア
ー
ト
展
』
に
も

出
品
。
職
員
は
「
色
彩
感

覚
が
素
晴
ら
し
く
、
作
業

の
ビ
ー
ズ
作
品
に
は
い
つ

も
驚
か
さ
れ
て
い
る
」
と

話
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
ピ
ア
ノ
。

中
学
生
の
時
か
ら
教
室
に

通
い
始
め
、
現
在
も
月
に

一
～
二
回
通
っ
て
い
る
。

　

楽
譜
の
音
符（
♪
）は
わ

か
り
や
す
い
よ
う
に
「
ド

レ
ミ
フ
ァ
・
・
・
」
と
カ

タ
カ
ナ
に
変
換
し
、
片
手

ず
つ
先
生
と
一
緒
に
弾
い

て
曲
を
覚
え
て
い
く
と
い

う
。
初
の
発
表
会
の
曲
は

「
き
ら
き
ら
星
」。
今
、
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
先
生
と
の

連
弾
も
含
め
て
十
七
曲
。

今
年
の
発
表
会
で
は
「
喜

び
の
歌
」
を
披
露
し
た
。

次
回
に
向
け
て
先
生
と
の

連
弾
で
や
は
り
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
曲
を
予
定
。

外
出
が
き
っ
か
け

　
　
　
　
　
広
が
る
趣
味

　

茨
木
實
さ
ん
の
楽
し
み

は
週
末
の
外
出
。
実
家
に

い
る
頃
は
、
外
出
す
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
約
八

年
前
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

へ
入
居
。
ホ
ー
ム
や
作
業

所
型
の
職
員
の
声
掛
け
を

き
っ
か
け
に
週
末
の
外
出

を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

月
二
回
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
と
一
緒
に
外
出
。
横

須
賀
や
江
の
島
、
海
老
名

に
行
っ
て
ボ
ー
リ
ン
グ
や

映
画
を
楽
し
ん
で
い
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
歴
は
約
十

年
。
行
く
と
必
ず
二
ゲ
ー

ム
は
投
げ
る
。
二
０
０
ス

コ
ア
を
出
す
こ
と
が
今
の

目
標
だ
。
映
画
は
ア
ニ
メ

や
刑
事
作
品
が
お
好
み
。

ホ
ー
ム
職
員
の
支
援
も
受

け
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
映
画
の
開
始
時
間
を

調
べ
る
な
ど
、
事
前
準
備

も
怠
ら
な
い
。
映
画
館
で

予
告
の
チ
ラ
シ
を
持
っ
て

帰
り
、
次
は
何
を
観
よ

う
？
と
悩
む
時
間
も
楽
し

い
と
い
う
。

　

今
で
は
ひ
と
り
で
バ
ス

や
電
車
に
乗
っ
て
外
出
す

る
こ
と
も
多
い
。
外
出
先

で
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
た

り
、
映
画
を
観
た
り
。

　

職
員
は
「
外
出
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
實
さ
ん
の

生
活
の
幅
は
と
て
も
広

が
っ
た
と
思
う
。
趣
味
の

充
実
が
實
さ
ん
の
自
信
に

つ
な
が
り
、
わ
い
わ
い
ク

ラ
ブ
で
の
活
動
も
以
前
よ

り
積
極
的
に
な
っ
た
」
と

話
す
。

わいわいクラブ（泉区）
安藤　知香さん
茨木　實　さん

完
成
し
た
ス
ト
ー
ル
を
手
に
得
意
顔
の
安
藤
さ
ん
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く
づ
く
地
域
の
力
を
実
感

さ
せ
ら
れ
た
次
の
よ
う
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く

れ
た
。

　
『
地
域
の
会
合
に
毎
回

参
加
し
て
い
た
障
害
者
の

親
御
さ
ん
。
そ
の
親
御
さ

ん
の
顔
を
最
近
み
か
け
な

い
、
と
地
域
の
人
が
心
配

し
自
宅
を
訪
ね
た
。
そ
の

方
は
「
元
気
な
う
ち
は
子

ど
も
の
こ
と
も
家
族
で
何

と
か
で
き
た
が
、
高
齢
に

な
り
、
自
分
自
身
の
体
調

も
悪
く
、
そ

れ
が
で
き
な

く
な
っ
た
…
」

と
語
り
は
じ

め
た
。
訪
問

し
た
地
域
の

人
は
、
家
族

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

受
け
と
め
、

障
害
福
祉
関

係
機
関
に
相

談
。
本
人
へ

の
支
援
が
始

ま
っ
た
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の

障
害
の
あ
る
方
。
雪
の
日

に
、
家
の
前
で
転
ん
で
し

ま
っ
た
。
何
と
か
家
に

入
っ
た
が
、
電
話
で
助
け

を
呼
ぼ
う
と
思
っ
て
も
全

く
動
け
な
い
。
大
き
な
声

で
何
度
も
叫
ん
だ
と
こ

ろ
、
隣
の
家
の
人
が
気
づ

き
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。』

　

川
名
さ
ん
は
「
障
害
の

あ
る
人
の
地
域
生
活
を
支

援
者
だ
け
で
支
え
て
い
く

に
は
限
界
が
あ
る
。
同
じ

地
域
に
住
む
人
た
ち
の
力

も
借
り
な
が
ら
チ
ー
ム
で

支
え
て
い
く
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。

地
域
へ
の
働
き
か
け

　

後
見
的
支
援
室
で
は
地

域
へ
ど
の
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
く
か
を
検
討
し

た
。
区
社
協
や
ケ
ア
プ
ラ

ザ
に
相
談
し
、
地
区
社
協

や
民
児
協
、
地
域
福
祉
保

健
計
画
（
※
２
）
の
エ
リ

ア
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を

始
め
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、
区
社
協
主

催
の
交
流
学
習
会
や
ケ
ア

プ
ラ
ザ
を
通
し
て
依
頼
を

受
け
た
地
区
社
協
研
修
で

後
見
的
支
援
制
度
の
説
明

を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
ツ

橋
第
二
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、

区
社
協
、
後
見
的
支
援
室

の
共
催
で
「
障
害
に
関
す

る
権
利
擁
護
講
座
」
も
開

催
し
、
民
生
委
員
等
に
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

こ
れ
か
ら

　

川
名
さ
ん
は
「
登
録
者

が
地
域
で
の
見
ま
も
り
を

希
望
し
た
時
に
、
き
ち
ん

と
応
え
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。
今
年
度
は
登
録
者

の
住
む
地
域
の
サ
ロ
ン
に

も
出
向
い
て
い
く
そ
う
だ
。

　

各
区
の
後
見
的
支
援
室

で
は
、
地
域
の
人
た
ち
の

力
も
得
て
、
障
害
の
あ
る

人
の
地
域
生
活
を
支
え
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
今
回
は
「
せ
や
障
が

い
者
後
見
的
支
援
室
ま
ん

ま
る
座
（
※
１
）」
を
紹

介
す
る
。

地
域
の
力
の
大
切
さ

　

こ
の
制
度
を
地
域
に
広

げ
て
い
く
役
割
の
担
当
職

員
の
川
名
さ
ん
。
障
害
者

支
援
に
携
わ
る
中
で
、
つ

～
障
害
者
後
見
的
支
援
室
の
取
り
組
み
～

地
域
の
人
と
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み
を
目
指
し
て

美味しいおやつの準備中

さ
か
え
福
祉
活
動
ホ
ー
ム

　
　
　
河
原
　
享
子
さ
ん

　
「
私
の
楽
し
み
は
第
一

に
さ
か
え
へ
通
い
続
け
る

こ
と
、
第
二
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
第
三
に
お
菓
子
作

り
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る

河
原
さ
ん
。
お
子
さ
ん
が

小
さ
か
っ
た
頃
、
転
校
が

多
か
っ
た
お
子
さ
ん
た
ち

に
、
行
く
先
々
で
地
域
の

方
々
が
と
て
も
温
か
く
迎

え
て
く
れ
た
。
そ
の
時
の

感
謝
の
気
持
ち
を
少
し
で

も
お
返
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
た
。
自
分
の
し
て
き

た
子
育
て
と
同
じ
気
持
ち

で
、
平
等
に
、
素
の
ま
ま

で
い
ら
れ
る
居
心
地
の
良

い
場
所
に
し
た
い
と
い
う

思
い
で
関
わ
っ
て
く
れ
て

い
る
。「
時
間
が
か
か
っ

て
も
徐
々
に
心
を
開
い

て
、
信
頼
し
て
も
ら
え
た

時
は
本
当
に
う
れ
し
い
」

「
じ
っ
く
り
待
つ
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

こ
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
。
本
当
に
有
難
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ

た
。

　

こ
の
日
の
お
や
つ
は
河

原
さ
ん
お
手
製
の
マ
ー
マ

レ
ー
ド
ジ
ャ
ム
が
た
っ
ぷ

り
乗
っ
た
パ
ン
。
柑
橘
系

の
も
の
が
苦
手
だ
と
い
う

利
用
者
さ
ん
も
ぺ
ロ
リ
と

食
べ
て
し
ま
う
程
美
味
し

い
。「
河
原
さ
ん
の
お
菓

子
は
い
つ
も
お
い
し
い
ん

だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た

利
用
者
さ
ん
も
い
る
。
み

な
さ
ん
の
柔
ら
か
な
雰
囲

気
、
職
員
さ
ん
た
ち
の
明

る
さ
は
、「
み
ん
な
の
お

母
さ
ん
」
の
よ
う
な
河
原

さ
ん
の
お
か
げ
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

河原さん。中庭にて

※
１
「
ま
ん
ま
る
座
」
☎:

〇
四
五
（
四
四
二
）
六
五
九

二
Fax:

〇
四
五
（
四
四
二
）

六
五
九
三
窓
口:

月
～
金
・

九
時
～
一
七
時

※
２「
地
域
福
祉
保
健
計
画
」

住
民
、
事
業
者
、
公
的
機
関

が
地
域
の
課
題
解
決
に
協
働

し
て
取
り
組
み
、
身
近
な
地

域
の
支
え
合
い
を
進
め
る
こ

と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。

左から、マネジャー稲垣さん、サポーター福島さん、
責任者大塚さん、サポーター本多さん、担当職員川名さん
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◆
チ
ア
教
室
を
開
催
！

　

去
る
二
月
十
七
日
㈯
、

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｂ
リ
ー
グ
『
横
浜
ビ
ー
・

コ
ル
セ
ア
ー
ズ　

チ
ア

リ
ー
ダ
ー
ズB

-R
O

SE

（
ビ
ー
ロ
ー
ズ
）』
か
ら
四

名
を
講
師
に
迎
え
、
余
暇

活
動
支
援
事
業
『
障
害
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の

チ
ア
教
室
』
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

市
内
在
住
の
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん
十
名
と
保
護

者
、
支
援
者
、
兄
弟
児
の

十
三
名
、
総
勢
二
十
三
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
で
ス
タ
ー
ト
し
た
教
室

は
、
チ
ア
ダ
ン
ス
の
基
本

的
な
動
き
方
を
学
ん
だ

後
、チ
ア
ダ
ン
ス
「
ア
イ
・

ラ
ブ
・
ヨ
コ
ハ
マ
」
を
練

習
し
ま
し
た
。
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
優
し
く
丁
寧
な
指

導
に
よ
り
、
最
初
は
緊
張

し
た
面
持
ち
だ
っ
た
お
子

さ
ん
た
ち
も
す
ぐ
に
体
が

ほ
ぐ
れ
、
最
後
は
練
習
し

た
「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ヨ
コ

ハ
マ
」
を
見
事
に
踊
れ
る

ま
で
に
上
達
し
、
ご
家
族

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
盛
り

上
が
っ
た
楽
し
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

◆
あ
ゆ
み
荘
総
利
用
者

　
百
四
十
万
人
を
迎
え
る

　

横
浜
あ
ゆ
み
荘
は
、
昭

和
五
十
九
年
十
一
月
開
所

以
来
の
総
利
用
者
数
が
、

五
月
三
日
に
百
四
十
万
人

を
迎
え
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
百
四
十
万

人
目
の
お
客
様
は
、
千
葉

県
船
橋
市
か
ら
お
越
し
の

末
崎
様
親
子
。
末
崎
様
親

子
は
、
約
十
五
年
以
上
毎

月
一
回
あ
ゆ
み
荘
で
ご
宿

泊
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

末
崎
様
に
は
感
謝
状
、
花

束
、
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

横
浜
あ
ゆ
み
荘
は
、
今

後
も
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
和
室
の
洋
室
化

　
　
　
改
装
工
事
が
完
了

　

多
く
の
お
客
様
か
ら
ご

要
望
の
あ
っ
た
和
室
の
洋

室
化
に
つ
い
て
、
こ
の
度

改
装
工
事
が
完
了
し
、
す

で
に
四
月
七
日
よ
り
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
で
洋
室
は
三
部
屋
と

な
り
、
よ
り
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

お
越
し
を
職
員
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

みんなでアイ・ラブ・ヨコハマ

新しい洋室 140万人目の末崎様親子

共和開発カタログの植木鉢用巾着袋が掲載されたページ

植木鉢用巾着
袋（左）とアル
カヌエバでの
縫製作業風景

よ
こ
は
ま
障
害
者
共
同
受
注
総
合
セ
ン
タ
ー

受
注
セ
ン
タ
ー
　
わ
ー
く
る
通
信

　

作
業
を
発
注
し
た
企
業

と
受
注
し
た
事
業
所
が
、

協
力
し
て
新
た
に
開
発
し

た
商
品
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

　
受
注
作
業
の
拡
大

　

共
和
開
発
株
式
会
社

（
緑
区
青
砥
町
）は
土
や
肥

料
な
ど
の
園
芸
資
材
を
販

売
し
て
い
る
企
業
。
以
前

か
ら
複
数
の
障
害
者
事
業

所
へ
園
芸
資
材
の
袋
詰
め

作
業
を
依
頼
し
て
い
た
。

　

ア
ル
カ
ヌ
エ
バ（
緑
区

北
八
朔
町
）も
、
わ
ー
く

る
か
ら
の
紹
介
で
作
業
を

受
注
し
た
事
業
所
の
一
つ
。

担
当
職
員
の
幸こ

う
ち地
さ
ん
は
、

「
ど
の
よ
う
な
作
業
を
受

け
る
時
も
、
ア
ル
カ
ヌ
エ

バ
と
し
て
の
売
上
げ
を
伸

ば
す
工
夫
を
し
て
い
る
」

と
語
る
。
袋
詰
め
作
業
で

は
短
時
間
で
多
く
の
個
数

を
詰
め
る
よ
う
な
器
具
を

自
作
。
資
材
に
穴
を
空
け

る
作
業
も
、
ド
リ
ル
な
ど

を
工
夫
し
て
新
た
な
受
注

に
繋
が
っ
た
。

　
新
製
品
の
開
発

　

共
和
開
発
の
前
川
さ
ん

は
、
他
社
と
の
差
別
化
の

た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
豆
空
袋

を
使
っ
た
植
木
鉢
用
巾
着

袋
の
開
発
を
検
討
し
て
い

た
。
作
業
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
相
談
し
て
い
た
ア
ル

カ
ヌ
エ
バ
に
ミ
シ
ン
が

あ
っ
た
の
で
、
幸
地
さ
ん

に
依
頼
し
、
見
本
を
作
成

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

前
川
さ
ん
は
材
料
の
柄

を
見
せ
る
よ
う
に
使
う
こ

と
、
鉢
を
安
定
さ
せ
る
た

め
の
縫
い
方
な
ど
を
伝
え

た
ほ
か
は
、
実
際
の
作
り

方
は
ア
ル
カ
ヌ
エ
バ
に
任

せ
た
そ
う
。
ア
ル
カ
ヌ
エ

バ
で
は
、
材
料
を
ど
の
よ

う
に
裁
断
し
、
手
間
を
簡

単
に
し
て
縫
製
す
る
か
な

ど
を
工
夫
し
た
。

　

実
際
に
製
品
化
さ
れ
る

際
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を

つ
け
る
よ
う
相
談
し
て

作
成
し
た
、「S

tu
d

io 
P

eaberry

」
の
タ
グ
も

つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た

（Peaberry

：
収
穫
量
の

５
%
程
の
希
少
な
珈
琲
豆
）。

　

巾
着
袋
は
会
社
の
カ
タ

ロ
グ
に
も
掲
載
、
順
調
に

販
売
数
を
伸
ば
し
て
い

る
。ア
ル
カ
ヌ
エ
バ
で
は
、

さ
ら
な
る
売
上
増
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

検
討
し
て
、
共
和
開
発
に

貢
献
し
た
い
そ
う
だ
。

　
新
た
な
受
注
依
頼

　

巾
着
袋
作
成
作
業
は
新

た
に
受
注
し
た
事
業
所
も

あ
り
、
企
業
と
事
業
所
の

コ
ラ
ボ
で
開
発
し
た
新
商

品
の
作
業
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。
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